
1

令和7年度
重点的な取り組みの報告 在宅医療・介護連携推進事業

医療・介護市民公開講座の開催
日時 令和7年11月9日（日）13:30～16:00

場所 高梁総合文化会館

内容

・若年性認知症をテーマとした映画「オレンジ・ランプ」の上映

・映画「オレンジ・ランプ」を観て

さきがけホスピタル 兒玉 昌純 副院長

認知症当事者の声の紹介

・脳の健康度チェック実施

参加者 ３５０名

NEW

脳の健康度チェック
内容：スマホやタブレットを使い、トランプゲームの

ような簡単なテストを行い、記憶力や集中力を

測定し、自分の脳の健康度を知る

実施時間：１５分程度

実施者：１５名

結果：集中力スコア A9名 B3名 C3名

記憶力スコア A14名 C1名

※脳年齢の低下まではなく、医療機関へ

紹介する結果の方は無し

NEW
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人生会議の普及啓発
・昨年まで、市民公開講座での普及啓発など、広く市民一般向けの周知

に力を入れていた。今年度は、実務者の普及啓発（視察研修など）に

力を入れた。

①ヘルパー協議会への普及啓発 R7.5.31

②ケアマネ研修会での普及啓発 R7.6.20

③実務者協議会視察研修（奈義町社会福祉協議会）

R7.9.17

実務者協議会視察研修

多職種連携研修会の開催
日時 令和7年12月12日（金）19時～20時20分

場所 高梁市役所3階大会議室

（集合研修 講師のみリモート参加）

出席 53名

内容 岡山県北でのACP（人生会議）普及の取組みについて

講師 岡山家庭医療センター

奈義・津山・湯郷ファミリークリニック

医師 松下 明 先生

ICTを活用した医療・介護連携システムのあ
り方検討
『ラインワークス』を活用した情報連携

5月末日現在 98事業所 126IDで運用

1月末日現在 102事業所 130IDで運用

・活用できている事業所と出来ていない事業所の差が出でいる。

→初級者向けの短時間の講習会の開催

6月5日、6月12日、6月18日、6月24日実施

・新たな運用方法の検討

→災害時の運用について研修を開催。

11月20日実施

・無料運用期間の最終年度に向けての取組み

→1月にアンケート調査を実施
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専門職のスキルアップと人材育成
〇多職種連携研修会の開催

〇ホームヘルパー研修会の支援

〇高梁かんごねっと事業

・看護職のスキルアップ研修

看護研究、新入職者研修、フィジカルアセスメント研修、

危険予知トレーニング研修、皮膚・排泄ケア研修など

・訪問看護ステーションの連携構築

・人材確保のためのPR

認知症総合支援事業

認知初期集中支援推進事業

〇 認知症初期集中チーム員研修

受講者 ２名 ⇒ チーム員 計８名

〇 認知症初期集中支援チーム員連絡会議の開催

年３回（５月、１０月、１月）

〇 認知症初期集中支援チーム

対応ケース ６件 延べ訪問回数 １７ 回

延べチーム員会議開催数 １１ 回

認知症初期集中支援チーム員連絡会議の開催

第１回：令和７年 ５月２９日（木）
第２回：令和７年１０月３０日（木）
第３回：令和８年 １月２９日（木）

参加者：認知症サポート医３名
認知症初期集中支援

チーム員８名

内 容：現状と課題について
事例検討・ 情報交換
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認知症カフェ運営事業
認知症カフェ団体の運営支援（８団体）
カフェすずらん（竹谷急送）
ふらっとカフェオレンジ（ウェルネス津川）
マスカットカフェｉｎ高梁（マスカット薬局）
カフェキク（ボランティア団体カフェキク）
サニー健幸ラウンジ(サニードラッグ)
なりわ茶屋（まつうらクリニック）
なりわ茶屋ｉｎ川北（ゆう）
かわかみ茶坊（ボランティア団体かわかみ茶坊）

認知症カフェ連絡会の開催
第１回 ７月２５日(金)
第２回 １月２７日(火)

◆認知症月間での認知症カフェ紹介のパネル展示

認知症月間を中心とした普及啓発活動

パネル展示（イズミ、ポルカ、高梁市図書館、高梁中央病院、成羽病院）

まちかど相談会（イズミ、ポルカ、成羽病院）

街頭啓発活動（イズミ、ポルカ）

のぼり旗の設置（市役所、各地域局）

ポスター掲示

リーフレット配布

マグネットステッカー貼付

認知症サポーター養成講座の開催

認知症図書フェア

吉備国際大学でのパネル展示（10月1日～30日）

認知症月間の普及啓発活動

パネル展示 まちかど相談会

認知症サポーター養成講座
（一般市民向け）

オリジナルうちわ
作成・配布

認知症図書フェア
(高梁市図書館・各図書室)

のぼり旗設置

マスカット薬局による
もの忘れチェックも実
施しました

15

来場者数
イズミ：５４名
ポルカ：６２名
高梁市図書館：２５名
高梁中央病院：１２２名
成羽病院：３７名
吉備国際大学：５３名

街頭啓発活動

・認知症施策検討委員会委員
・チームオレンジ
・オレンジサポーター
・キャラバンメイト

オレンジガーデニングプロジェクトの実施

・キャラバン・メイト
・オレンジサポーター
・認知症サポーター
・認知症カフェ運営団体
・市内グループホーム
・市内介護保険事業所
・チームオレンジたかはし
・認知症施策検討委員会委員
・地域包括支援センター運営

協議会委員

認知症になっても暮
らしやすい街づくり
をみんなでめざしま
しょう

パネル展示を行いました
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認知症サポーター養成講座

高梁警察署生活安全刑事課

講座開催数 ２０回
受講者数 ４４４人（初回受講者３７７人）

（R8.1末現在）

成羽小学校 高梁小学校（４年生）

認知症サポーター活動推進・地域づくり推進事業

認知症サポーターステップアップ講座によるオレンジサポーターの育成

（希望者対象）
令和７年１０月２９日
令和８年 １月３０日
新規修了者：６名
うちオレンジサポーター：５名登録

（備中町田原地区）
令和８年１月１５日

２月１９日（予定）

チームオレンジたかはし

19

チームオレンジかわかみ
令和５年３月結成

チーム布瀬のわ
令和４年１１月結成

チームオレンジ畦地有志
令和６年４月結成

チームオレンジ羽場
令和５年７月結成

チームオレンジ土居
令和７年９月結成

NEW

・有漢地区、川上・備中地区それぞれで研修交流会を実施

・地区にチームオレンジのない、オレンジサポーターより

「活動実態を知れて参考になった。地域に持ち帰りたい」と

前向きな意見があった

チームオレンジ・オレンジサポーターの
フォローアップ研修の実施
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本人ミーティングの開催

〇 令和7年6月18日（水）13：30～15：30 たいこまるプラザ
本人 ７名 家族 ４名 支援者 ７名
事務局 包括職員 5名 計 23名
本人、家族交流。どら焼きづくり
本人ミーティングの名称決定 『ぽかぽかサロン』

〇 令和7年11月4日（水）13：30～15：30 たいこまるプラザ
本人 9名 家族 6名 支援者 7名 その他 1名
事務局 包括職員 8名 計 31名
本人、家族交流。ちぎり絵作成

本人ミーティングの様子

↑持参した写真を
見ながら思い出話おやつ作り

ちぎり絵の様子

ご夫婦で仲良く作成中

できました！

家族介護者交流事業（元気回復事業）
目的 ：在宅家族介護者の介護技術・知識の研鑽、介護者交流

第１回 令和８年８月１８日(月) 会場：市役所２回保健センター

参加者：８名 講師：マスカット薬局・市管理栄養士

内容：参加者の健康チェックと冷凍介護食の実食、参加者交流

第２回 １１月６日(木) 会場：新見千屋温泉 いぶきの里

参加者：４名 協力：介護支援専門員協会高梁支部

内容：移動研修、参加者交流会

第３回 令和８年２月２４日(火) 会場：たいこまるプラザ

講師：健康づくり課 管理栄養士

内容：不足しがちな栄養を補う簡単調理実習、参加者交流会
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第１回の様子

第２回の様子

家族介護者交流事業（元気回復事業）
第３回案内

要支援者の早期発見・早期介入

１）要支援者早期発見ミーティング
都市
整備課

包括 健康づ
くり課

福祉課 上下
水道課 健康状態不明

高齢者訪問

27

令和7年5月29日 第1回目の
ミーティング開催
個別事例についての情報交換・
今後の支援方針の共有

２）高齢者の見守り強化

現在の緊急通報システムに加えて、
固定電話未設置世帯向けのシステム導入
R7実績：3件

固定電話がなく
ても設置できる
システム

NEW

28

R7利用者
・センサーなし48人
・センサーあり44人
・携帯 3人
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３）地域見守り活動に関する協定

•協定締結先：おかやまコープ
・情報提供：購入品がそのままになっており
自宅に応答がない

↡

本人の取り忘れ
元気にデイサービスに通所していた

29

住民主体の通いの場、通所付添サ
ポート事業の推進

通所型サービスB(住民主体の通いの場）

〇住民主体（ボランティア）による自主的な通いの場
〇市内３団体が実施中

・高梁地域：「ホッと広場たかはし」 令和７年３月２７日開所
・巨瀬地域：「もくもくDAY」 令和２年１０月１日開所
・有漢地域：「うかん気楽会」 令和５年３月２９日開所

〇実施内容
住民ボランティアによるロコモ予防体操やレクリエーションを通じた
介護予防サービスを提供

NEW

通所型サービスB R7

ホッと広場
たかはし

有漢気楽会 もくもくデイ

参加
登録者数

87人 27人 34人

年間
開催回数

46回 47回 41回

1回の
参加者数

25人前後 15人前後 20人前後
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『通所付添サポーター養成人数』

〇通所付添サポーター数：１９５人 （Ｒ８.１.３１時点）

※R７新規養成者・・・２３名

『通所付添サポート事業 実施団体（１０地域）』

たかくらエスコート隊（R8.3～）
〇高梁「ホッとたかはしお助け隊送迎サポート班」

〇津川「きのりんサポート」〇巨瀬「巨瀬町通いの場２０２０」

〇中井「ほうこくんつきそい隊」

〇落合「あいあいサポート隊」

〇川上「かわかみお出かけ隊」〇川面「ソルティール川面」

〇松原「松原にこにこサポート」〇有漢「つきそい隊うかん」

NEW

住民主体の通いの場
元気なからだつくり隊

令和５年度 ２３グループ （３３７人）
令和６年度 ２３グループ （３５７人）
令和７年度 ２３グループ （３１２人）

【活動への支援】
・体力測定実施
・新たな体操紹介（運動指導士派遣、DVDレンタル）
・交流会の実施：令和７年１０月１６日（７グループ３８人参加）
・グループ代表者研修会の実施：令和８年３月１０日予定

（新規１、中止１）

交流会（ニュースポーツ）

NEW

【令和７年度】
・開催期間：令和７年１２月２日、９日
・開催会場：高梁市役所
・講座受講：６名（うち３名いきいき生活サポーター登録）

いきいき生活サポート事業
【活動状況】
・１名（備中地区１名）

ボランティア養成講座

ボランティア養成講座
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実 績 ４件

・個人への訪問相談 ３件
（移動方法の検討、日常生活動作の評価等）

・デイサービスへの指導 １件
（運動時のポイント指導）

NEW

地域ケア会議の推進

１）地域包括ケアシステム検討委員会

２）認知症施策推進検討委員会

３）在宅医療・介護連携推進協議会

４）小地域ケア会議

地域ケア会議体制図

個別
ケア会議

多職種事例
検討会議

虐待防止
定例会議

認知症初期集中支
援チーム員会議

地域包括ケアシステム検討委員会

在宅医療・介護連携推進協議会

認知症施策検討委員会

実務者部会

地域の
課題
第
２
層
協
議
体

地域ケア推進会議

第１層協議体

地域課題の発見

小地域
ケア会議

地域ケア個別会議

地域での尊厳あ
るその人らしい
暮らしの継続

個別課題解決のための会議
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地域包括ケアシステム検討委員会
令和7年度 テーマ「高齢者の買い物支援」

＜山間部＞
【現状】
・商店・スーパーが少ない
・移動販売・個配はあるが曜日・時間が
限定的

・公共交通が少なく車依存
・高齢化率が高く、独居・老老世帯が多い

【課題】
・買い物手段が選択肢ではなく “最後の一本”
・利用できない人が取り残されやすい
・免許返納後の移動手段が乏しい
・支援が個人の善意や民間努力に依存
・見守り、支援が点在し、つながりにくい

＜市街地＞
【現状】
・商店・スーパーは比較的多い
・交通手段（バス・タクシー）あり
・宅配・ネット注文の選択肢が多い
・高齢者は多いが地域差あり

【課題】
・「あるのに使えない人」が見えにくい
・距離は近いが歩行困難
・認知症で一人で買い物が不安
・困りごとが表面化しにくい
・地域とのつながりが希薄
・制度を「自分は対象外」と感じる

＜山間部＞

・通いの場やサロン、コミュニティカ

フェなど、人が自然に集まる機会に合

わせる

→訪問の可否、事前説明、公平性への配

慮など、調整役が必要

・携帯電話やスマートフォンの操作に困

る高齢者も多い

→情報提供や注文、ニーズ把握において

デジタル面の支援やフォロー体制が

必要

地域マップから考えられる今後の方向性＜山間部＞

＜市街地＞

・地域マップ上では便利そうに見えるが、実際には高齢者

がすぐ歩いて行ける場所は限られている

→市内循環バスの時間と合う通いの場があれば参加しやすい

・バス路線があっても、乗り降りが難しく利用をあきらめる

高齢者がいる

→簡易的な乗降補助台の導入など、利用しやすくする工夫へ

の働きかけが必要

・マルナカの移動販売車は地域貢献の一環として事業を行っ

ている

→既存の販売ルートに合わせた導入の橋渡しができる可能性

がある

・個別配達やアプリを利用したサービスなど、利用者にとっ

て分かりにくい状況がある。特にアプリ利用が前提となる

場合、高齢者にとっては利用のハードルが高い。

→高齢者の中にはパソコンやスマートフォンの操作が難し

い方も多く、利用に向けた支援体制の整備が課題

地域マップから考えられる今後の方向性＜市街地＞ 山間部は「支援が足りない」
市街地は「支援が届かない」
―どちらも“つなぐ仕組み”が

地域包括ケアの鍵となる

共通の「見えない壁」
・情報が届かない／理解しにくい
・使い方が分からず利用につながらない
・支援が必要でも声を上げにくい

今後の方向性
①支援をつなげる仕組みづくり
②「あるのに使えない人」をどう見つけ、つなぐか
③持続可能な支援体制と役割分担の整理

岡山県地域と企業の協働による生活機能確保モデル構築事業
（協働定住課）と情報共有をはかり、買い物支援の推進を目指す


